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柏西ロータリークラブ柏西ロータリークラブ柏西ロータリークラブ
号外 （3 月 1 日発行）

　高田住男会長、嶋田英明訪問団団長、並びに柏西ロー

タリークラブの皆様、こんばんは。

　この度は、遠路はるばる当クラブ創立 40 周年の式典

にご列席頂きました事を心より歓迎し、感謝御礼申し上

げます。私は本年度姉妹クラブ親睦主任委員を務めさせ

ていただきます、Globe でございます。どうぞよろしく

お願い致します。

　私共両クラブの姉妹提携から 38 年間、頻繁に交流を

続け、深い友情の絆を結び、現在も両クラブの創立及び

提携の節目など 5 年毎に 3 回訪問団を組織し相互交流

活動を進めています。これまで両クラブの交流活動の使

用言語は日本語が主でしたが、ここ数年来、当クラブの

姉 妹 ク ラ ブ 親 睦 委 員 長 歓 迎 の 言 葉 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　何炳煌（Globe）

日本語を解する会員が相次いで亡くなり、残るはメディ

シン前会長とレース前会長二人だけとなってしまいまし

た。私は簡単な挨拶が出来るだけです。言語がこれから

の両クラブの交流の障碍になるかもしれません。当クラ

ブには約 10 人流暢な英語を話す会員がいるので、もし

英語でもコミュニケーションが出来たら便利かと思いま

す。しかし当クラブでは引き続き春木先生に日本語を教

えて頂き、今後も順調に交流出来る様にしたいと思いま

す。

　以上、簡単ではありますが、報告とさせて頂きます。

皆様の台湾滞在が楽しく無事であることを祈念致しま

「感動的なリーダーになる」台中港東南扶輪社創立 40 周年式典挨拶　2018-19 年度会長　候尊仁（Sake Ⅱ）

　地区総監督(ガバナー)Mingtongご夫妻、日本柏西ロー

タリークラブ髙田住男会長、ロータリークラブの諸先輩、

来賓の皆様、こんばんは。

　本日、台中港東南ロータリークラブ創立 40 周年記念

をするこの日に、お越しいただいた皆様とこの喜びを分

かち合えることをたいへん嬉しく思っております。特に

日本から遠路遥々この式典に出席いただいた柏西ロータ

リークラブ訪問団の皆様には、台中港東南ロータリクラ

ブを代表いたしまして、厚く御礼申し上げます。

　当台中港東南ロータリークラブは、台中港区ロータ

リークラブの指導の下 40 年前に創立されました。もし

台中港区ロータリークラブがなければ、台中港東南ロー

タリークラブもなかったと言えます。ですから、台中港

東南ロータリークラブ会長として当クラブを代表し、母

体であった台中港区ロータリークラブへ敬意を表し、深

謝申し上げます。

　この 40 年の歴史において、諸先輩方は自己犠牲の精

神で当クラブに貢献してこられました。地区の人々の幸

福のために奉仕し努力して、台中港東南ロータリークラ

ブの社会的のイメージと名声を高めてこられました。な

かでも顕著な功績は、台中港南西ロータリークラブ、台

中港中区ロータリークラブ、台中港東区ロータリークラ

ブと台中港中央ロータリークラブの 4 クラブを指導し

創立してきたことです。この 4 クラブの創立は、私ど

も 3461 地区の輝かしく非凡な業績と言えます。「青は

藍より出でて藍より青し」という諺にもある通り、各ロー

タリークラブがすでに当クラブを超越するほど成長して

いる様子を当クラブの会員一同たいへん喜ばしく、誇り

に思っております。

　最後に、今晩の式典の成功並びに、ご出席の各ロータ

リークラブの益々のご繁栄とご発展、そして皆様方のご

健康とご多幸をお祈り申し上げて、私の挨拶とさせてい

ただきます。ありがとうございました。



　白雲が悠々と風と共に流れていく様に、台中港東南

ロータリークラブは、ロータリークラブの森の中に立

ち、40 年の歳月が流れました。今夜、僑園飯店 (Lin 

Garden) へ厳かに足をお運び頂きました大勢の先輩方・

各界の皆様、ご参集賜り誠に感謝申し上げます。どちら

を見回しても、皆様とても晴れ晴れしくお見受け致しま

す。この歴史的な祝賀会の中で、最も懐かしく思い出さ

れるのは、創立当初の事で、私心の無い一群の先輩ロー

タリアンの方々、港区エリアの指導員や特別代表の何長

景さんらが、朝早くから夜遅くまで懸命に働き、各業界

の精鋭を招き、「0( ゼロ )」からロータリークラブの良

きお手本を作ってくれた事、今の私たちに無限に反映さ

れています。この記憶に残る感謝すべき祭典の中で、私

たちは、当時の当ロータリーと献身的な先輩の方々に対

して改めてここに心より深く敬意の念を抱かねばなりま

せん。

　創立当初を振り返ると社会の景気は回復し始め、あら

ゆる産業が春の息吹が健やかに成長するが如く、至る所

で繁栄し始めました。しかし、貧富の差は依然としてお

り、まだ修復されていない戦後の荒ら屋等もあり、ロー

タリークラブのメンバーは義理を欠くこともできず、「狐

の腋の下の毛皮も寄せ集めれば毛皮の上着になる (= 塵

も積もれば山となる )」の精神で、貧者を救済したり、

道路の交通表示を樹立したり、大きな時計台を作ったり、

巨額を投じて学校を改築して講堂を作ったり、至る所で

民衆に深く感謝されました。皆口々に「車輪のマーク

( ロータリークラブ )」は、とても良くやってくれると言っ

てくれました。またロータリークラブの活動には 100%

出席し、きちんとしたお揃いのロータリーのマークの上

着を着ていたので これは見映えも良くひときわ目立ち、

至る所で拍手の音が鳴り止みませんでした。共同建築し

たクラブの建物は、広々として快適で、100 人以上収

容可能な優雅で豪華な造りで、国家のミーティングホー

ルクラスで、2 列の長机が並べられ、明るくきちんとし

たブランドで、横の梁の上には、「入りて学び、出でて

奉仕せよ」と書かれており、壁には歴代のクラブ会長・

幹事の一緒に撮ったカラー写真が飾ってあり、荘厳無比

です。ただ残念な事は、某校長の小さな計略によって、

心血を注ぎ尽くしたロータリークラブ建物を安易に贈呈

してしまった事です。これは、多くのロータリアンの心

から離れず、忘れられない出来事です。

　当クラブは 5 年の運営を経て、各種活動は昇る日の

如く全盛期を迎えています。ロータリーを拡大していく

ために、西南クラブ・中区クラブ・東区クラブ・中央ク

ラブの指導に全力を傾けていて、特に新クラブの成立に

も重点を置いています。当クラブには、もともと運営機

能の変化があり、デジタルメンバーが流失してしまった

ため、ちょっとした病気がありますが、後任のクラブ会

長及びメンバー全体の前向きなご協力によって、また昔

の様な風風采と文才を回復しつつあります。

　当クラブが創立 2 年目の時、日本の我孫子ロータリー

クラブと豊原ロータリークラブが幸いにも日本の柏西

ロータリークラブの取り計らいで連盟締結し、且つ永遠

の友好に合意し、実際に互いに真心を打ち明けて深い交

流をしています。記憶に残っているのは、連盟締結の時

が、まさに当クラブ創立 2 周年祭典の時であり、非常

に嬉しかったのは、遠方の日本からいらした一群の新し

い盟友達がその時ステージに上がり、会場の来賓に挨拶

した際に拍手喝采がずっと長い間鳴り止まなかった事で

す。熱気はピークに達し、38 年来双方往来した親しい

兄弟の様でした。最近世界は大きく変化しており、とり

わけ東アジア情勢は更に厳しい情勢になっていて、一触

即発の危険な状況ではありますが、今日両国は運命共同

体であり、双方緊密に手と手をとって心と心を一つにし

て、共に地域の平和のために努力して行きましょう。

　今年の RI( 国際ロータリー ) のスローガン「BE THE 

INSPIRATION( リーダーよ輪に坐して叡智を交わし起て

炎となって行動せよ ) が志を立てる上でのリーダーとな

り、それはロータリークラブが約 100 年間人類の福祉・

平和のために努力してきたことを引用し述べています。

今年ロータリークラブ代々名門の Sake Ⅱ会長は、幹事

の Rebar を引き連れ、まず港区エリアの小中学校を招き、

防火避難に関する教育を行い、特別に消防の専門家の講

義を受け、彼らにいざという時の備えについて指導しま

した。そして、精緻な音楽の饗宴 ( ミュージカル・バン

ケット ) を共催し、ロータリーの子を養い、画家のメン

バー Art とイタリアの展覧会に美しい油絵を出展してい

るイタリアの有名な先生を招き御指導を仰ぎ、グローバ

ルな芸術の窓を開きました。今後も力強く伸び伸びとし

て意を尽くしている年度計画に基づいて、更にすばらし

い一年にして行きたいと思います。

　最後にロータリークラブの発展と皆様のご多幸を誰し

んでお祈り申し上げます。

不 惑 に し て 立 つ 　　　 　　　　　　　授証 40 周年所感　授証祝賀会委員長　林金良（Medicine）



授 証 ４ ０ 周 年 記 念 祝 賀 　　　　　　　　　　　　　　　柏西ロータリークラブ会長　髙田住男

　私は、柏西ロータリークラブの 44 代会長を務めてお

ります高田住男 (soroban) と申します。我がクラブを代

表して祝賀を申し上げます。

　台中港東南扶輪社社長・侯尊仁 (Sake Ⅱ ) 先生、幹事・

蔡文森 (Rebar) 先生をはじめ、台中港東南扶輪社友の皆

様には、授證第 40 周年、誠におめでとうございます。

本日は、柏西ロータリークラブの会員 16 名で参加させ

て頂きました。我々柏西ロータリークラブの会員をお招

き頂きましたこと感謝を申し上げると共に、台中港東南

扶輪社の社友の皆様と第 40 周年記念式典を一緒に祝う

ことが出来ることを大変嬉しく思います。

　ご案内のとおり、貴クラブと私たちクラブは、1980

年 10 月 9 日に、姉妹クラブとして締結をしましたから、

早いもので、今年で 38 年目の交流となります。その間、

私たちクラブは、貴クラブの例会のやり方、食事の取り

方、週年行事のやり方等様々を勉強させて頂き、我がク

ラブの例会の運営の仕方に反映させて頂いております。

これからも、貴クラブとの国際交流を通じて、継続的に、

かつ、友好な関係を構築することを祈念するものであり

ます。私たちクラブは、来年創立 45 周年を迎えます。

貴クラブの社友の皆さん、是非とも日本へお越しくだ

さい。熱烈歓迎致します。

　最後になりましたが、台中港東南扶輪社が益々発展さ

れますように、そして、社友に皆様の事業の発展とご健

勝を祈念申し上げ、賀詞とさせて頂きます。本日は、誠

におめでとうございました。

歓 迎 晩 餐 会 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2019 年 2 月 21 日　台中永豊桟飯店

出席者
髙田会長、嶋田団長、秋元、浅野、宇田川、岡島、金本、木村、櫛田、
鈴木桂三、細田、日暮、松本、森市、水野、安田　　　　　　会員



台中フローラ世界博覧会に訪問し、台中市副市長並びに

市議員の歓迎を受けました

記念品の交換

台 中 港 東 南 Ｒ Ｃ ４ ０ 周 年 式 典 　　　　　　　　　　　2019 年 2 月 22 日　台中僑円飯店


